
                                   
 

追悼式典会場では様々な思いが書かれたろうそくにより、「にいがたからみんなえがおに」のメッセージを浮き上がらせました

震央の地に柳葉ひまわりを植えました 

参加者による 1分間の黙とう 

地域の方から中越地震について説明を受ける中学生 
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 中越地震発災 11年目を迎えた 10月 23 日、川口運
動公園では、「10.23 追悼式典」が、震央の地では川
口中学校生徒約 120 名が参加し「震央ハイク」が行
われました。 
 追悼式典では、中越地震で犠牲になられた方への
追悼や、多くの支援者への感謝、他の被災地への応
援メッセージが書かれたカップにろうそくを入れ、
会場を灯したほか、キャンドルジュンさんや長岡市
長による挨拶、黙とうが行われました。 
 震央ハイクでは、中学生が震央まで歩き、木沢地
区の住民から地震当時のことなどを聞いた後、川口
地域の復興のシンボルフラワーである柳葉ひまわり
の花を植えました。地震当時の体験やその時の気持
ちなど、体験した私たちにしかできないことを今後
も、つなぎ、伝えていくことが大切です。 

か
わ
ぐ
っ
ち 



  
特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、

保
健
指
導
が
必
要
な
方
に
は
、
特
定

健
診
の
結
果
と
一
緒
に
「
特
定
保
健

指
導
利
用
券
」
を
送
付
し
ま
し
た
。 

今
年
度
対
象
と
な
っ
た
方
で
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
個
人
ご
と
に
生

活
改
善
の
た
め
の
実
践
方
法
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。 

■
日
時
＝
12
月
15
日
（
火
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付 

（
予
約
制
で
す
） 

■
会
場
＝
末
広
荘 

■
内
容
＝
栄
養
士
、
運
動
指
導
員
、

保
健
師
に
よ
る
個
別
指
導 

■
そ
の
他
＝
料
金
は
無
料
で
す
。 

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月
10
日

ま
で
に
市
民
生
活
課
へ 
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臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
限
を

12
月
22
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
申

請
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
が
受
け

取
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
者

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
が

い
る
世
帯
の
世
帯
主
へ
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。 

■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課 
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今
年
度
の
集
団
検
診
は
終
了
し
ま

し
た
が
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
診
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

は
、
平
成
28
年
２
月
末
ま
で
、
個
別

検
診
の
実
施
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ

ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
「
長
岡
市
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
」（
保
存
版
）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
市
民
生
活
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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冬
は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
灯
油

の
流
出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。 

河
川
に
流
れ
る
と
、
水
質
汚
染
の

原
因
と
な
り
ま
す
。 

①
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
小
分
け
中
は
、
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い 

②
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
完
全

に
閉
め
た
か
確
認
す
る 

③
積
雪
で
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
配
管
や

ホ
ー
ス
な
ど
が
破
損
し
て
い
な
い

か
日
ご
ろ
か
ら
点
検
す
る 

な
ど
、十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
も
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
元
栓

を
締
め
、
新
聞
紙
や
タ
オ
ル
な
ど
で

外
部
に
流
出
し
な
い
よ
う
応
急
措
置

を
し
た
後
、
小
千
谷
市
消
防
本
部
ま

た
は
市
民
生
活
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。 

■
連
絡
先
＝
小
千
谷
市
消
防
本
部 

川
口
出
張
所 
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市
民
生
活
課 
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次
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
に
雪

下
ろ
し
関
係
費
用
を
助
成
し
ま
す
。 

■
助
成
対
象
世
帯
の
要
件
＝ 

 

高
齢
者
、
母
子
、
障
害
者
世
帯
な

ど
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世

帯 ①
自
力
で
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難
な

世
帯 

②
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の

市
民
税
が
均
等
割
の
み
課
税
又
は

非
課
税
の
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯 

③
親
族
か
ら
労
力
に
よ
る
援
助
又
は

経
済
的
な
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い

世
帯 

■
助
成
対
象
世
帯
の
申
請
＝ 

 

助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
登

録
が
必
要
で
す
。
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
通
じ
て
、12
月
15

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
問
合
せ
＝
地
区
の
民
生
委
員
・ 

児
童
委
員 

市
民
生
活
課 

  

89-

３
１
１
２ 

 

   
 

今
年
も
所
得
税
の
申
告
者
の
方
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
青
色
決
算
説
明
会
】 

★
小
千
谷
商
工
会
議
所
会
館
大
ホ
ー
ル 

○
日
時
＝
12
月
10
日
（
木
） 

 
 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

○
対
象
地
域
＝
川
口
地
域
・
小
千
谷
市 

○
所
得
種
類
＝
営
業
・
不
動
産 

 

★
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
第
一
研
修
室 

○
日
時
＝
12
月
14
日
（
月
） 

 
 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

○
対
象
地
域
＝
管
内
全
市
町
村 

○
所
得
種
類
＝
農
業 

 

【
白
色
決
算
説
明
会
】 

★
小
千
谷
商
工
会
議
所
会
館
大
ホ
ー
ル 

○
日
時
＝
12
月
10
日
（
木
） 

 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

○
対
象
地
域
＝
川
口
地
域
・
小
千
谷
市 

○
所
得
種
類
＝
営
業
・
不
動
産 

 

★
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
第
一
研
修
室 

○
日
時
＝
12
月
14
日
（
月
） 

 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

○
対
象
地
域
＝
川
口
地
域
・ 

小
千
谷
市
・
魚
沼
市 

○
所
得
種
類
＝
農
業 

■
問
合
せ
＝
小
千
谷
税
務
署 
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年
末
に
向
け
、
飲
酒
す
る
機
会
が

増
え
ま
す
。 

飲
酒
運
転
は
、
悪
質
な
犯
罪
で
あ

り
、
一
度
で
も
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
え
ば
自
分
や
相
手
だ
け
で
な
く
、

家
族
を
含
め
た
周
り
の
人
、
全
て
の

幸
せ
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ま
た
、
車
を
運
転
し
な
く
て
も
、

泥
酔
し
て
道
路
上
に
寝
込
ん
で
し
ま

う
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
車
に
轢

か
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
高
い
非
常

に
危
険
な
行
為
で
す
。 

お
酒
を
飲
ん
で
車
を
運
転
し
な
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
深
酒
を

し
な
い
よ
う
節
度
あ
る
飲
酒
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。 

ま
わ
り
の
方
々
み
ん
な
で
助
け
合

い
、
飲
酒
に
伴
う
悲
惨
な
交
通
事
故

を
無
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

飲
酒
運
転
者
や
路
上
寝
込
み
者
な

ど
、
危
険
な
状
態
を
発
見
し
た
場
合

は
、
警
察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。 

■
問
合
せ
＝
小
千
谷
警
察
署 
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０
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特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す 

臨
時
福
祉
給
付
金
の 

 

申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す 

要
援
護
世
帯
に
雪
下
ろ
し 

関
係
費
用
を
助
成
し
ま
す

そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
！ 

灯
油
の
流
出
事
故
に
注
意 

参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

青
色
・
白
色
決
算
説
明
会

２

今
年
度
の
集
団
検
診
終
了

ダ
メ
！
飲
酒
運
転

ひ 



         

◎
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い
で 

作
業
中
の
除
雪
車
の
後
ろ
は

危
険
で
す
。
除
雪
現
場
を
通
る

と
き
は
、
作
業
員
な
ど
の
指
示

に
従
っ
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
早
朝
・
深
夜
の 

除
雪
作
業
に
ご
理
解
を 

快
適
で
安
全
な
朝
の
通
勤
、

通
学
の
た
め
に
深
夜
、
早
朝
に 

作
業
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま 

す
。
除
雪
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
や

振
動
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。 

◎
屋
根
雪
は 

道
路
に
落
と
さ
な
い
で 

 

道
路
上
に
雪
を
捨
て
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
異
常

降
雪
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
道

路
に
雪
を
下
ろ
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
片
づ
け
ま
し
ょ
う
。 

         

ま
た
、雪
を
下
ろ
す
と
き
は
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
く
だ
さ

い
。 

◎
重
要
物
件
に
は 

赤
旗
を
立
て
て 

道
路
沿
い
の
物
件
は
、
除
雪

作
業
中
に
破
損
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
重
要
な
物
件
に
は
、

竿
に
赤
い
旗
を
つ
け
る
な
ど
、

目
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
流
雪
溝
の
使
用
は 

ル
ー
ル
を
守
っ
て 

・
流
雪
溝
は
各
地
区
で
ル
ー
ル

を
守
っ
て
計
画
的
に
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。 

・
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を
使
う
場
合

は
、
細
か
く
砕
い
て
入
れ
て

く
だ
さ
い
。 

・
作
業
終
了
後
は
お
も
て
の
ふ

た
を
完
全
に
閉
め
、
中
網
は

取
り
外
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
で
直

接
投
雪
す
る
こ
と
は
危
険
で 

         

す
の
で
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

◎
路
上
駐
車
は
や
め
て 

・
路
上
駐
車
が
あ
る
と
除
雪
作

業
の
妨
げ
に
な
り
、
通
勤
、

通
学
の
時
間
ま
で
に
除
雪
が

終
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

          

・
雪
に
埋
も
れ
た
自
動
車
と
除

雪
車
が
接
触
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

・
支
所
や
川
口
公
民
館
な
ど
公

共
施
設
の
駐
車
場
に
車
を
夜

間
放
置
す
る
と
、
除
雪
・
駐

車
場
整
備
の
妨
げ
と
な
り
ま

す
の
で
、
車
の
放
置
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
＝
産
業
建
設
課 
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３
１
１
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●
道
路
沿
い
の
土
地
へ
の
堆
雪

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
除
雪
後
は
、
雪
の
か
た
ま
り

が
家
の
出
入
口
を
ふ
さ
ぐ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
各
家
庭

で
排
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
雪
庇
の
せ
り
出
し
や
雪
崩
の

危
険
箇
所
な
ど
を
発
見
し
た

場
合
は
、
速
や
か
に
産
業
建

設
課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
除
雪
作
業
は 

 
 

 

降
雪
10
㎝
か
ら 

市
で
は
、
降
雪
量
が
お
お
む

ね
10
㎝
以
上
の
場
合
に
道
路

の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
効

率
的
に
進
め
る
た
め
、
次
の
区

分
で
除
雪
を
行
い
、
冬
期
間
の

交
通
確
保
の
た
め
万
全
を
期
す

計
画
で
す
。 

◎
車
道
除
雪 

▽
第
１
種
除
雪
路
線 

早
朝
、
日
中
と
も
一
車
線
の

幅
員
を
確
保
し
、
常
時
交
通

を
確
保
す
る
路
線 

▽
第
２
種
除
雪
路
線 

大
雪
の
場
合
や
異
常
降
雪
時 

に
は
、
早
朝
除
雪
の
中
止
又 

 

   

は
一
時
的
に
交
通
不
能
に
な

っ
て
も
や
む
を
得
な
い
路
線 

▽
春
先
除
雪
路
線 

降
雪
期
を
過
ぎ
た
春
先
に
除

雪
す
る
路
線 

◎
歩
道
除
雪 

▽
一
部
に
つ
い
て
通
勤
、
通
学

時
間
ま
で
に
除
雪
を
行
い
ま

す
。 

◎
除
雪
に
関
す
る
問
合
せ 

・
市
道
＝
産
業
建
設
課 

 

89-

３
１
１
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・
県
道
＝
小
千
谷
維
持
管
理
事

務
所
（
維
持
管
理
課
） 

83

-

０
８
５
５
（ 

川
口
除
雪
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
） 

89-

２
０

５
２ 

・
国
道
＝
国
土
交
通
省
長
岡
国

道
事
務
所
小
出
維
持
出
張
所 

 

０
２
５-

７
９
２  

‐
０
８
３
９ 

   

      

市
で
は
、
冬
季
に
お
け
る
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
除
雪
作
業
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

効
率
的
で
安
全
な
除
排
雪
を
行
う
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

一
致
協
力
し
て
冬
を
乗
り
切
ろ
う 

3 

ぴ 



えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭実行委員大募集！ 
えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭の企画や運営を一緒にやってみませんか。皆さんの意見がよりよいまつりの

実現につながります。 
募集締切 平成27年12月18日 
そ の 他 費用弁償、報酬等の支給はありません。 
申 込 先 えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭実行委員会事務局（産業建設課）  89-3113 
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今年各地区で花を咲かせた柳葉ひまわり。すでに花も終わり、枯れている状況ではないでしょうか。 

この花は、秋か春に株分けをすると、株を増やせる花ですので、来年もっと増やしたい方は来年春に株分けして

みてはいかがでしょうか。 

刈り払うとすでに来年に向けて芽が出ています 

枯れた花は来年に向けて刈り払いましょう。 

鎌や剪定ばさみで切るか、面積が広い場合は

草刈り機でも結構ですが、芽を切らないよう

に気をつけましょう 

株分けは、株を3～5本で植え替えましょう 



                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

川口地域の人口 

（11 月1 日現在） 

世帯数 総人口 男 女 

１，５３０世帯 

（△５） 

４，６６９人 

（△５） 

２，２３７人 

（△３） 

２，４３２人 

（△２） 

出張きずな茶会in 西倉 
 

 今回は西倉集落で「きずな茶会」を開催します。年

末の忙しい時期ですが、みなさんの参加をお待ちして

います。 

日 時  12月21日（月）14:00～16：00 

会 場  西倉集会所 

申込・問合せ 川口きずな館  89－3620 

５ 

地域や団体などからお寄せいただいた情報を提供するコーナーです。地域活

動や各種イベントなどの情報をお寄せください。情報提供先：地域振興課  89-3111 

 
 
 
■ アンパンマン教室（毎週金曜日） ～4 日、11 日、18 日、25 日  １０時～１１時 
■ 行  事                       

２日(水)…「プレママたいむ」（妊産婦交流会） 

３日(木)…「手遊びと絵本の会」 
１０日(木)…「わくわくタイム」（運動遊び） 
１７日(木)…「12 月生まれのお誕生会」 
２３日(水)…「クリスマス会」 
２４日(木)…「毛糸で遊ぼう」 ※くわしくは、「すこやか」までお問合せください。 89－3555 

 
       

                                      

 

 

「クリスマス会」のお知らせ 

23 日（水・祝）午前10 時～11 時30 分 

今年は祝日に開催します。普段お仕事で利用できない父母・祖父母のみなさ

ん、一緒に楽しいクリスマス会に参加しませんか。 

もしかしたらサンタさんも遊びに来てくれるかも・・・お楽しみに！ 

★毎週木曜日は無料バスを運行 

しています。 

○行き→10時東川口保育園発 
○帰り→11時30分 すこやか発

１ 火 （えちご川口温泉休館日・あぐりの里休館日） １７ 木 １２月生まれのお誕生会（すこやか） 

２ 水 プレママたいむ妊産婦交流会（すこやか） ２０ 日 よってげてぇふれあい市（よってげ亭前） 

３ 木 手遊びと絵本の会（すこやか） ２１ 月 出張きずな茶会in 西倉（西倉集会所） 

６ 日 第15 回クリスマスコンサート（杜のかたらい） ２２ 火 （あぐりの里休館日） 

８ 火 （あぐりの里休館日） ２３ 水 クリスマス会（すこやか） 

１０ 木 わくわくタイム（すこやか） ２４ 木 毛糸であそぼう（すこやか） 

１３ 日 年末大感謝祭（あぐりの里） ２９ 火 （あぐりの里休館日） 

１５ 火 
（えちご川口温泉休館日・あぐりの里休館日） ３１ 木 （午後あぐりの里休館日）午前営業します。 

特定保健指導（末広荘） ※年末年始の温泉・あぐりの里の営業時間などは、12月号に掲載します。

地域の伝言板 

ぼちぼちたけだ展 
 

 平成 22 年から現在まで 33 号を発行している竹

田集落情報誌「ぼちぼちたけだ」の展示を行ってい

ます。味のある手書きの記事をぜひご覧ください。

日 時  12月25日（金）まで10:00～17：00 

      火曜休館日 

会 場  川口きずな館 

申込・問合せ 川口きずな館  89－3620 

     



川口サテライトに新支援員 
山の暮らし再生機構川口サテライトに 11 月 2 日か

ら新支援員が入りました。佐藤瑞穂（みずほ）さんは

22歳、小千谷市片貝町在住です。佐藤さんからは「フ

レッシュな力で川口地域のため頑張りたいと思いま

すのでよろしくお願いします。」と力強くメッセージ

をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

震央まで健康ウォーク 
 11月1日、震災復興おかげ様感謝デー実行委員会主

催の第2回健康ウォーキングが開催されました。イン

ストラクターによるウォーキング指導のもと、川口き

ずな館から 18 番を経由し、東山遊歩道を通って震央

の地まで歩きました。震央では地震当時の体験を星野

秀雄さん（川口木沢）から説明を受けました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

よりあいっこで住民交流 
 11月15日、木沢のやまぼうしで恒例の「木沢より

あいっこ」が開催されました。杵つき餅や鯉こく、郷

土料理をみんなで作り交流会を開始。長岡市で活動す

る民謡山悠会から歌や踊りが披露されると、最後は地

域住民も入って踊りの輪ができました。 
 
 
 
 
 
 
 

狛江市民まつりに長蛇の列 
11月15日、ふるさと友好都市の狛江市で行われた

「狛江市民まつり」に川口地域も参加しました。鮎の

塩焼きコーナーには毎年長蛇の列ができ、あつあつの

塩焼きを美味しそうにほおばっていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈲丸誠養鯉場が今年も全体総合優勝！ 
10月18日（日）、長岡市錦鯉養殖組合川口地区主催の錦鯉品評会がふれあい交流館相川サンウッドで開催さ

れました。第15部（体長15㎝以下）から第65超部（体長65㎝超え）まで7つの規格で、合計200点の錦鯉

が出品されました。 

 全体総合優勝（第65超部）は昨年に引き続き㈲丸誠養鯉場さん（川口相川）が受賞、最優秀賞（第15部）

は石坂良一さん（川口相川）が受賞しました。おめでとうございます。（各部の入賞は省略させていただきます。）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
        全体総合優勝の昭和三色 

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

６

 


